
 

 

 

 

人工衛星製造拠点化ネットワーク事業が 

経済産業省の「地域中核企業創出・支援事業」に採択 

 

このたび、経済産業省の平成29年度「地域中核企業創出・支援事業」に、ふくい産業

支援センターが提案した人工衛星製造拠点化ネットワーク事業が採択されました。 

 

【事業名】：人工衛星製造拠点化ネットワーク事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本事業は、福井県の地場産業である繊維や眼鏡等で培われた高度な技術をもとに、小型

人工衛星の設計から製造を担う技術の蓄積や高度化を図るとともに、関連する評価技術や

研究開発技術を有する県内外のものづくり企業、大学、研究機関とのネットワーク構築を

行うものです。 

平成２９年６月８日 

ふくいオープンイノベーション推進機構 

事務局：福井県工業技術センター 

    （公財）ふくい産業支援センター 

中核企業 
セーレン㈱ 

事務局：（公財）ふくい産業支援センター（事業管理） 

県外大学 

（超小型衛星開発） 

県外機関 

（JAXA等） 
県外企業 

（宇宙機器メーカー等） 

ふくいオープンイノベーション推進機構 

 

プロジェクトマネージャー：小杉裕昭（元 パナソニック㈱） 

コーディネーター    ：保坂武文（元 本田技研工業㈱） 

県外トップランナーとの技術提携および販路開拓 

（県外企業・機関等との橋渡し） 

県内企業 

県内産業支援機関、大学、金融機関 

福井県、福井県工業技術センター等 



 

【主な活動（予定）】 

○小型人工衛星の設計・製造技術の習得を支援するため、県内外の大学や研究機関等か

ら講師を招いてセミナーや研修会を開催 

 ・技術セミナー（３回）･･･衛星開発やデータ利活用に関して開催 

 

○販路開拓を支援するため、大手航空宇宙機器メーカーから講師を招いてニーズ等に関

するセミナーを開催するとともに、先進企業を訪問 

 ・販路開拓セミナー（１回） 

 ・先進企業訪問（２回） 

 

○ふくい宇宙産業創出研究会活動を支援 

 ・衛星開発に必要な技術分野毎のワーキンググループにおいて、大学教授等による研

修会を実施 

 ・東京大学で衛星筐体製造や制御回路開発のための実地研修を実施 

 

 

ふくいオープンイノベーション推進機構の活動として、ふくい産業支援センターが事務

局となり本事業を実施していきます。 

 

 

 


